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春に咲き誇る桜。区内にはいくつか名所がありますが、
こちらは南大井にある鈴ヶ森道路児童遊園と大井水神公園の
桜です。どちらもシルバー人材センターの会員が週２～３回
清掃作業に従事しており、この季節は散り落ちた桜の花びら
と格闘する毎日です。
この周辺には品川区民公園やしながわ花海道など、春は色と

りどりの花々を鑑賞できるスポットが盛り沢山です。日頃の運動
不足解消に桜の名所散歩に出かけてみてはいかがでしょうか？

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

謹
賀
新
年

就

業

相

談

仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

　理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

4
月
13
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

   

荏
原
支
部  

朝

　岡

　理

　事

5
月
11
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  

田

　山

　理

　事

   

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

6
月
8
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

   

荏
原
支
部  

朝

　岡

　理

　事

会員総数
令和5年2月末日現在

2,162名

1,155名
男

1,007名
女

あ
と
が
き

令
和
５
年
度

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

職
員
の
人
事
異
動

日
時
　

　
６
月
16
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

会
場
　

　
ス
ク
エ
ア
荏
原
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
定
時
総
会
は
、
定
款
に
基
づ
き
年

一
回
開
催
さ
れ
令
和
４
年
度
決
算

の
承
認
な
ど
が
あ
り
、
重
要
な
会
議

で
す
。

　
し
か
し
、
会
場
は
き
ゅ
り
あ
ん
が

工
事
中
の
た
め
、
ス
ク
エ
ア
荏
原
と

な
り
、
会
場
定
員
が
４
０
０
名
ほ
ど

と
少
な
く
、
利
用
に
も
人
数
制
限
が

予
想
さ
れ
る
た
め
書
面
提
出
に
よ

る
参
加
を
含
め
ご
検
討
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

４
月
１
日
付
事
務
局
長
就
任

  

古

　巻

祐

介

３
月
31
日
付
定
年
退
職

本
部
次
長

  

相
ケ
瀬

加
代
子

　
な
お
、
相
ケ
瀬
氏
は
４
月
以
降
も
引

き
続
き
再
任
用
職
員
と
し
て
本
部
に
て

勤
務
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
で
定
年
を
迎
え
、
こ
の
先

何
を
し
よ
う
か
迷
わ
れ
て
い
る
お

友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

会
員
さ
ん
に
は
、お
礼
に
ク
オ
カ
ー

ド
千
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。　

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
の

交
通
指
導
や
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

の
お
仕
事
に
会
員
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
春
に
な
り
、
元
気
に
登
校
す
る

お
子
様
方
に
む
け
声
掛
け
す
る
交

通
指
導
、
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
品
川
区
の
美
化
活
動

に
取
り
組
む
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
と
も
荏

原
支
部
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
‼

電
話
（
５
７
５
１
）
３
３
３
４

桜が満開の季節となりました桜が満開の季節となりました

シルバー

鈴ヶ森児童遊園（南大井一丁目）

大井水神公園（南大井五・六丁目）

鈴ヶ森道路児童遊園(南大井一丁目)

お
友
達
の
紹
介
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
地
区
委
員
会
で
は
、
例
年
、
地
区

活
動
の
一
環
と
し
て
春
の
日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
開
催
を
取
り
止
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
の
日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て

気
候
変
動
や
短
期
的
な
天
気
の

変
化
の
所
為
で
し
ょ
う
か
？
青
森

の
一
部
の
地
域
で
大
量
の
イ
ワ
シ

が
漂
着
し
、
地
元
の
人
々
が
バ
ケ

ツ
を
手
に
イ
ワ
シ
を
持
ち
帰
り
晩

御
飯
の
お
か
ず
や
干
物
を
作
っ
て

い
る
と
の
事
で
す
。

　
東
京
上
野
動
物
園
で
は
、
中
国

に
帰
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
を
一
目
観
よ
う

と
大
変
な
騒
ぎ
で
、
写
真
を
撮
っ

た
り
別
れ
を
惜
し
ん
で
泣
き
出
す

人
も
居
た
り
で
、
こ
の
光
景
を
見

る
限
り
日
本
は
平
和
だ
な
と
思
わ

れ
る
の
で
す
。

一
方
、世
界
で
は
悲
惨
な
戦
火
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
、ト
ル
コ
で
の

大
地
震
、勿
論
日
本
で
も
地
域
に

よ
っ
て
は
そ
の
時
々
の
大
災
害
、世

の
中
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
自
己
中

心
的
で
他
人
の
迷
惑
も
考
え
ず
、

無
関
係
者
に
危
害
を
加
え
る
事
件
、

そ
の
様
な
ひ
ど
く
て
恐
ろ
し
い
災

難
に
あ
っ
た
人
達
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
私
は
日
本
国
・

東
京
都
・
品
川
区
に
住
居
を
し
て

い
て
毎
日
平
凡
に
暮
ら
し
て
い
ら

れ
る
の
で
す
か
ら
、
自
分
は
心
底

幸
せ
者
だ
と
感
謝
す
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　（
担
当
理
事
　
野
口
　
サ
チ
子
）
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令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
　
事
務
局
長　

安
井

　裕
彦

年間事業目標

会員数（名）

就業実人員（名）

契約金額（請負・委任）（万円）

契約金額（派遣）（万円）

受託件数（件）

2,300

1,900

118,400

2,000

14,000

収支予算書

科　　目

経常収益（千円）

経常費用（千円）

当期経常増減（千円）

1,309,346

1,310,531

 △1,185

11,247

9,882

1,365

金　　額 前 年 比

長
２
名
の
６
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
　
写
真
右
側
か
ら

（
優
秀
賞
）

　
中
川
　
順
吉
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

　
加
藤
　
弘
　
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

　
中
村
　
義
明
　
会
員

　（優
秀
賞
）

　
小
倉
　
好
博
　
会
員

応
募
総
数 

43
点

テ
ー
マ
①  

健
康
管
理
・・・・
21
点

テ
ー
マ
②  

転
倒
事
故
防
止
・
22
点

　
テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
・
優
秀
賞

一
点
ず
つ
を
12
月
12
日（
月
）の
選
考

委
員
会
で
決
定
し
、
１
月
23
日（
月
）

理
事
会
前
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

 

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
中
村
　
義
明
　
会
員

　「
健
康
は
　
か
ら
だ
動
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

自
己
管
理
」

優
秀
賞

品
川
北
地
区
　
小
倉
　
好
博
　
会
員

　「
毎
日
の
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　  

適
度
な
運
動
」

  

　
　

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
加
藤
　
弘
　
会
員

　「
危
険
個
所
　
急
が
ず
・
無
理
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　  

よ
そ
見
せ
ず
」

優
秀
賞

品
川
北
地
区
　
中
川
　
順
吉
　
会
員

　「
見
落
と
す
な
　
躓
き
転
倒

　
　
　
　              

そ
こ
こ
こ
に
」

　
選
考
委
員
は
、会
長
・
副
会
長
・
常

務
理
事
・
安
全
管
理
委
員
長
・
副
委
員

令
和
5
年
度

  

安
全
標
語
優
秀
作
品
決
定
!！

員
の
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
新
聞
折

り
込
み
な
ど
の
活
用
も
さ
ら
に
積
極

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3
安
全
就
業
対
策

当
セ
ン
タ
ー
で
の
傷
害
事
故
件
数

は
、
コ
ロ
ナ
下
で
外
出
を
控
え
る
傾
向

が
あ
り
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
せ
い
か
、

転
倒
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続

な
ど
発
生
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

最
後
に
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
収
益
と
費
用
で
差
引
き
の
赤
字

予
算
に
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

一
層
の
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と

も
に
常
に
費
用
対
効
果
を
意
識
し
た

事
務
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
事
業
計
画

1
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

請
負
・
委
任
で
落
ち
込
ん
だ
民
間
部

門
に
つ
い
て
発
注
元
に
再
度
声
掛
け

し
、
契
約
を
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
を
充

実
・
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
保
育
補
助
事

業
の
拡
大
と
事
務
関
連
職
種
な
ど
未

開
拓
の
分
野
の
新
規
需
要
の
掘
り
起

こ
し
に
も
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

2
普
及
啓
発
事
業

会
員
数
に
つ
い
て
は
2
月
末
現
在

二
千
百
六
十
二
人
と
昨
年
度
と
比
較

し
て
六
十
二
名
の
減
と
さ
ら
に
減
少

し
て
お
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で

す
。
発
注
さ
れ
て
も
受
け
手
が
あ
っ

て
こ
そ
契
約
が
成
立
す
る
の
で
、
本

年
も
会
員
入
会
強
化
事
業
を
年
間
通

じ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
勧
誘
実

績
に
応
じ
た
報
奨
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
出
張
入
会
説
明
会
や

入
会
相
談
会
の
内
容
の
改
善
を
図
り

つ
つ
実
施
し
、
新
た
な
会
員
の
掘
起

し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
進

捗
さ
せ
る
べ
く
、
職
種
を
限
っ
た
会

本
年
度
は
、
３
年
以
上
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
悪
化
し
た
就

業
状
況
を
コ
ロ
ナ
後
の
雇
用
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
回
復
さ
せ
、
再
び
契
約
実
績

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
一
方
、
円
安
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
を
背
景
と
し
た
諸
物
価
の
高

騰
に
よ
り
賃
金
の
引
き
上
げ
が
喫
緊
の

課
題
と
い
わ
れ
る
中
、
一
方
で
10
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
予
定
で
あ

り
、
契
約
実
績
の
回
復
が
果
た
し
て
十

分
に
行
え
る
か
は
未
だ
不
透
明
な
状
況

で
す
。
何
れ
に
せ
よ
、
セ
ン
タ
ー
が
抱

え
る
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
引

き
続
き
事
業
の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
以
下
事
業
計
画
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
、
基
本
方
針
と
し
て
は
、 

①
現
会
員
数
の
維
持
及
び
会
員
増
を

目
指
し
、
年
間
を
通
じ
多
様
な
取
組
み

を
行
う
。

②
請
負
・
委
任
事
業
の
見
直
し
回
復

と
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
の
充

実
・
拡
大
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
大
と

就
業
開
拓
を
進
め
て
い
く
。

③
引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

安
全
就
業
の
取
組
み
を
継
続
す
る

の
三
本
柱
と
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
①
健
康
管
理

テ
ー
マ
②
転
倒
防
止

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
か

転
倒
事
故
の
発
生
が
、
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
２
年
間
は
事
故
件
数
が
10
件

で「
安
全
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
２
年
連
続
で
の
受
賞

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
は
現
時
点（
２
月
９
日
時
点
）で
、

傷
害
事
故
発
生
13
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
そ
の
中
で
も
転
倒
を
原
因
と

す
る
傷
害
事
故
が
７
件
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
就
業
帰
り
の
途
上
、

転
倒
し
左
大
腿
骨
を
骨
折
・
入
院
。

さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
転
院
さ

れ
た
会
員
の
ご
家
族
が
セ
ン
タ
ー

に
来
ら
れ
、「
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事

は
も
う
無
理
で
す
。
今
ま
で
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
仰
ら

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
大
変

残
念
な
例
で
す
が
、
誰
も
怪
我
を
し

た
く
て
怪
我
を
す
る
会
員
さ
ん
は

い
ま
せ
ん
。

　
継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が

や
は
り
つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続

や
、
い
つ
転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
・
も

し
か
す
る
と
足
が
滑
る
か
も
し
れ

な
い
と
Ｋ
Ｙ（
危
険
予
知
）を
実
践

し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
す
。

　
実
践
す
る
方
法
は
、
例
え
ば
今
日

は
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
や
側
溝
の
蓋
な
ど
滑
り
や
す

い
所
に
気
を
つ
け
て
、
職
場
と
の
往

復
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
仕
事
場
で
は
常
に
周
囲
の

状
況
に
注
意
し
作
業
を
行
う
こ
と
。

特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
等
で
階

段
清
掃
を
す
る
際
に
は
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
絶
対
に
転
落
事
故
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い

ま
す
。

【
自
転
車
安
全
利
用
】

　
東
京
都
で
は
平
成
25
年
か
ら「
東

京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利

用
に
関
す
る
条
例
」に
よ
り
、
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

既
に
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
路
交
通
法
が
昨
年
改

正
さ
れ
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
法
律

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
の
７
割

が
頭
部
受
傷
に
よ
る
も
の
で
、
高
齢

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
最
も
低

い
の
が
現
状
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

も
自
分
の
頭
部
を
守
る
た
め
、
自
転

車
利
用
時
に
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
　
事
務
局
長　

安
井

　裕
彦

年間事業目標

会員数（名）

就業実人員（名）

契約金額（請負・委任）（万円）

契約金額（派遣）（万円）

受託件数（件）

2,300

1,900

118,400

2,000

14,000

収支予算書

科　　目

経常収益（千円）

経常費用（千円）

当期経常増減（千円）

1,309,346

1,310,531

 △1,185

11,247

9,882

1,365

金　　額 前 年 比

長
２
名
の
６
名
で
行
い
ま
し
た
。

　
　
写
真
右
側
か
ら

（
優
秀
賞
）

　
中
川
　
順
吉
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

　
加
藤
　
弘
　
　
会
員

　（最
優
秀
賞
）

　
中
村
　
義
明
　
会
員

　（優
秀
賞
）

　
小
倉
　
好
博
　
会
員

応
募
総
数 

43
点

テ
ー
マ
①  
健
康
管
理
・・・・
21
点

テ
ー
マ
②  
転
倒
事
故
防
止
・
22
点

　
テ
ー
マ
ご
と
に
最
優
秀
・
優
秀
賞

一
点
ず
つ
を
12
月
12
日（
月
）の
選
考

委
員
会
で
決
定
し
、
１
月
23
日（
月
）

理
事
会
前
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

 

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
中
村
　
義
明
　
会
員

　「
健
康
は
　
か
ら
だ
動
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

自
己
管
理
」

優
秀
賞

品
川
北
地
区
　
小
倉
　
好
博
　
会
員

　「
毎
日
の
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と

　
　
　
　
　
　
　
　  

適
度
な
運
動
」

  

　
　

最
優
秀
賞

戸
越
地
区
　
　
加
藤
　
弘
　
会
員

　「
危
険
個
所
　
急
が
ず
・
無
理
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　  

よ
そ
見
せ
ず
」

優
秀
賞

品
川
北
地
区
　
中
川
　
順
吉
　
会
員

　「
見
落
と
す
な
　
躓
き
転
倒

　
　
　
　              

そ
こ
こ
こ
に
」

　
選
考
委
員
は
、会
長
・
副
会
長
・
常

務
理
事
・
安
全
管
理
委
員
長
・
副
委
員

令
和
5
年
度

  

安
全
標
語
優
秀
作
品
決
定
!！

員
の
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
新
聞
折

り
込
み
な
ど
の
活
用
も
さ
ら
に
積
極

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3
安
全
就
業
対
策

当
セ
ン
タ
ー
で
の
傷
害
事
故
件
数

は
、
コ
ロ
ナ
下
で
外
出
を
控
え
る
傾
向

が
あ
り
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
せ
い
か
、

転
倒
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続

な
ど
発
生
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

最
後
に
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
収
益
と
費
用
で
差
引
き
の
赤
字

予
算
に
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

一
層
の
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と

も
に
常
に
費
用
対
効
果
を
意
識
し
た

事
務
処
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
事
業
計
画

1
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

請
負
・
委
任
で
落
ち
込
ん
だ
民
間
部

門
に
つ
い
て
発
注
元
に
再
度
声
掛
け

し
、
契
約
を
回
復
さ
せ
る
と
と
も
に
、

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
を
充

実
・
拡
大
さ
せ
て
い
く
。
保
育
補
助
事

業
の
拡
大
と
事
務
関
連
職
種
な
ど
未

開
拓
の
分
野
の
新
規
需
要
の
掘
り
起

こ
し
に
も
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

2
普
及
啓
発
事
業

会
員
数
に
つ
い
て
は
2
月
末
現
在

二
千
百
六
十
二
人
と
昨
年
度
と
比
較

し
て
六
十
二
名
の
減
と
さ
ら
に
減
少

し
て
お
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で

す
。
発
注
さ
れ
て
も
受
け
手
が
あ
っ

て
こ
そ
契
約
が
成
立
す
る
の
で
、
本

年
も
会
員
入
会
強
化
事
業
を
年
間
通

じ
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
勧
誘
実

績
に
応
じ
た
報
奨
等
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
出
張
入
会
説
明
会
や

入
会
相
談
会
の
内
容
の
改
善
を
図
り

つ
つ
実
施
し
、
新
た
な
会
員
の
掘
起

し
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
進

捗
さ
せ
る
べ
く
、
職
種
を
限
っ
た
会

本
年
度
は
、
３
年
以
上
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
悪
化
し
た
就

業
状
況
を
コ
ロ
ナ
後
の
雇
用
情
勢
を
踏

ま
え
つ
つ
回
復
さ
せ
、
再
び
契
約
実
績

の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
一
方
、
円
安
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
を
背
景
と
し
た
諸
物
価
の
高

騰
に
よ
り
賃
金
の
引
き
上
げ
が
喫
緊
の

課
題
と
い
わ
れ
る
中
、
一
方
で
10
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
予
定
で
あ

り
、
契
約
実
績
の
回
復
が
果
た
し
て
十

分
に
行
え
る
か
は
未
だ
不
透
明
な
状
況

で
す
。
何
れ
に
せ
よ
、
セ
ン
タ
ー
が
抱

え
る
課
題
を
着
実
に
解
決
し
な
が
ら
引

き
続
き
事
業
の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
以
下
事
業
計
画
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
、
基
本
方
針
と
し
て
は
、 

①
現
会
員
数
の
維
持
及
び
会
員
増
を

目
指
し
、
年
間
を
通
じ
多
様
な
取
組
み

を
行
う
。

②
請
負
・
委
任
事
業
の
見
直
し
回
復

と
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
取
組
み
の
充

実
・
拡
大
に
よ
り
就
業
機
会
の
拡
大
と

就
業
開
拓
を
進
め
て
い
く
。

③
引
き
続
き
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、

安
全
就
業
の
取
組
み
を
継
続
す
る

の
三
本
柱
と
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
①
健
康
管
理

テ
ー
マ
②
転
倒
防
止

安
全
対
策
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
か

転
倒
事
故
の
発
生
が
、
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
２
年
間
は
事
故
件
数
が
10
件

で「
安
全
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
２
年
連
続
で
の
受
賞

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
は
現
時
点（
２
月
９
日
時
点
）で
、

傷
害
事
故
発
生
13
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
そ
の
中
で
も
転
倒
を
原
因
と

す
る
傷
害
事
故
が
７
件
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
就
業
帰
り
の
途
上
、

転
倒
し
左
大
腿
骨
を
骨
折
・
入
院
。

さ
ら
に
リ
ハ
ビ
リ
病
院
に
転
院
さ

れ
た
会
員
の
ご
家
族
が
セ
ン
タ
ー

に
来
ら
れ
、「
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事

は
も
う
無
理
で
す
。
今
ま
で
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
仰
ら

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
大
変

残
念
な
例
で
す
が
、
誰
も
怪
我
を
し

た
く
て
怪
我
を
す
る
会
員
さ
ん
は

い
ま
せ
ん
。

　
継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が

や
は
り
つ
ま
先
立
ち
体
操
の
継
続

や
、
い
つ
転
ぶ
か
わ
か
ら
な
い
・
も

し
か
す
る
と
足
が
滑
る
か
も
し
れ

な
い
と
Ｋ
Ｙ（
危
険
予
知
）を
実
践

し
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
す
。

　
実
践
す
る
方
法
は
、
例
え
ば
今
日

は
雨
が
降
っ
て
い
る
か
ら
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
や
側
溝
の
蓋
な
ど
滑
り
や
す

い
所
に
気
を
つ
け
て
、
職
場
と
の
往

復
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
仕
事
場
で
は
常
に
周
囲
の

状
況
に
注
意
し
作
業
を
行
う
こ
と
。

特
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
清
掃
等
で
階

段
清
掃
を
す
る
際
に
は
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
絶
対
に
転
落
事
故
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
ご
注
意
願
い

ま
す
。

【
自
転
車
安
全
利
用
】

　
東
京
都
で
は
平
成
25
年
か
ら「
東

京
都
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利

用
に
関
す
る
条
例
」に
よ
り
、
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が

既
に
努
力
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
路
交
通
法
が
昨
年
改

正
さ
れ
、
こ
の
４
月
１
日
か
ら
法
律

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
事
故
に
よ
る
死
者
の
７
割

が
頭
部
受
傷
に
よ
る
も
の
で
、
高
齢

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が
最
も
低

い
の
が
現
状
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

も
自
分
の
頭
部
を
守
る
た
め
、
自
転

車
利
用
時
に
は
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
交
通
費
支
給
の
扱
い

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
１
回
あ
た
り

３
万
円
未
満
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
、

そ
も
そ
も
領
収
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
か
か
っ
た

金
額
だ
け
ご
報
告
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
セ
ン
タ
ー

の
業
務
以
外
に
個
人
で
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
て
、
適
格
事
業
者
の
登
録
を

さ
れ
た
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
登
録
し

よ
う
と
い
う
方
へ
の
お
願
い
で
す
。

適
格
事
業
者
の
登
録
を
な
さ
っ
て

い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と

す
る
会
員
の
方
々
の
配
分
金
に
係
る

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
事
務
費
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
会
員
と

取
扱
い
を
区
分
す
る
た
め
、
予
め
登

録
番
号
の
掲
載
さ
れ
た
登
録
通
知
書

の
写
し
を
セ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出
願
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
始
ま
る
消
費
税

の
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
制
度

へ
の
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
と

会
員
の
皆
様
へ
の
依
頼
事
項
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
た

め
、
１
月
27
日
付
で
登
録
番
号
を
取
得

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発
注
者
側

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
安
心
し
て

取
引
を
開
始
・
継
続
し
て
も
ら
え
る

よ
う
消
費
税
の
控
除
が
行
え
る
事
業
所

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
３
月
中
旬
に
は
、
既
存
の
各

取
引
先
に
こ
の
こ
と
を
周
知
す
る
た
め

通
知
書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
４
月
以
降
発
行
の
請
求
書

に
、
登
録
番
号
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
会
員
の
皆
様
へ
の
お
願
い
で

す
。

　
会
員
の
皆
様
が
、
仕
事
上
必
要
な
消

耗
品
（
洗
剤
や
モ
ッ
プ
等
）
を
購
入
し
、

発
注
者
側
に
立
替
代
金
を
請
求
す
る
場

合
、
購
入
先
に
は
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
を
選
ん
で
購
入
し
、
領
収
書
を
就

業
報
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
う
で
な
い
と
、
発
注
者
側
が
消
費

税
を
控
除
で
き
ず
皆
様
へ
の
立
替
金
の

支
払
い
が
お
約
束
で
き
な
く
な
る
た
め

の
う
ち
事
故
対
策
に
つ
い
て
は
、
安

全
管
理
委
員
会
始
め
会
員
各
位
の
ご

尽
力
で
、
ピ
ー
ク
時
よ
り
低
く
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
会
員
の

減
少
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
影

響
し
て
か
出
張
入
会
説
明
会
等
の
開

催
や
入
会
強
化
事
業
を
強
化
す
る
も

の
の
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
の
皆
様
の
力
が

社
会
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

改
め
て
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

46
年
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
歴

史
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
か
ら

の
要
請
や
期
待
に
柔
軟
に
応
え
な
が

ら
発
展
を
続
け
て
い
く
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
３
月
31
日
付
け
で
、
安
井
裕

彦
事
務
局
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
間
セ
ン
タ
ー
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
け

で
古
巻
祐
介
氏
が
就
任
い
た
し
ま
す
。

　
突
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度

３
月
31
日
付
け
で
事
務
局
長
を
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。在
任
中
は
、

岩
澤
会
長
、和
泉
副
会
長
を
始
め
理
事
、

監
事
の
皆
様
、
地
区
委
員
長
、
地
区

委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

と
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、セ
ン
タ
ー

も
大
き
な
影
響
を
蒙
り
、
契
約
実
績

の
伸
長
は
お
ろ
か
減
少
分
の
回
復
す

ら
十
分
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
さ
ら
に
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
本
格
実
施
を
前
に

し
て
の
退
任
と
な
り
、
大
変
心
苦
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
３
つ
の
課
題

低
山
・
高
山
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方

大
井
東
地
区

手
倉
森

　美
知
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
子
育
て
が
一
段
落
し
た
、今
か
ら
26
年
ほ
ど
前
、区
報

で
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室（
登
山
の
基
本
）の
募
集
が
あ
り
、こ

れ
に
応
募
し
た
の
が
登
山
を
始
め
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
講
習
会
終
了
後
、参
加
者
の
中
か
ら
引
続
き
行
動
を
共

に
し
よ
う
と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
偶
々
立
ち
上
が
り
、私
も

そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
月
１
回
の
山
行
で
し
た
が
、そ
の
内
、月
１

回
が
２
回
と
な
り
、気
が
付
け
ば
、登
山
回
数
３
６
５
回

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
低
山
で
は
会
の
仲
間
と
豚
汁
や
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

等
を
作
っ
て
、賑
や
か
に
お
話
し
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
夏
に
ア
ル
プ
ス
等
に
登
る
機
会
が
あ

り
、高
山
植
物
の
お
花
畑
や
雷
鳥
に
出
会
っ
た
時
は
、感

動
の
あ
ま
り
唯
々
様
子
を
見
守
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
標

高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

思
わ
ぬ
方
向
に
そ
び
え

た
つ
富
士
山
や
満
天
の

星
空
な
ど
美
し
い
景
色

に
触
れ
て
、都
会
に
は

な
い
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
た
も
の
で
す
。

26
年
間
ず
っ
と
会
を

支
え
て
き
た
会
長
と
事

務
局
に
感
謝
し
つ
つ
、

一
緒
に
歩
く
仲
間
が
い

る
限
り
歩
き
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
は
指
ヨ
ガ
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
東
洋
医
学
で
は
、手
に
全
身
の
ツ
ボ

が
集
中
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
体
の
部
位
に
相
当
す
る
手
の
ツ
ボ

を
刺
激
す
る
こ
と
で
症
状
が
緩
和
さ

れ
た
方
も
い
ま
す
。
と
っ
て
も
手
軽

で
す
の
で
、皆
さ
ま
も
お
試
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
あ
る
指
ヨ
ガ
の
中
で
ヒ
ザ
の

痛
み
に
効
果
的
な
指
ヨ
ガ
を
紹
介
し

ま
す
。

【
ひ
ざ
の
痛
み
予
防
】

　
両
手
の
小
指
第
二
関
節
を
ひ
と
周

り
グ
ル
っ
と
揉
み
ほ
ぐ
す
よ
う
に
押

し
ま
す
。

　
よ
り
効
果
的
な
方
法
は
、始
め
る
前

に
両
手
を
合
わ

せ
て
上
下
に
こ

す
り
合
わ
せ
た

り
、手
を
数
回
握

り
し
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、軽
く

押
し
込
む
際
に
、

そ
れ
に
合
わ
せ

て
息
を
吐
き
出

す
よ
う
に
す
る

と
よ
り
効
果
が

上
が
り
ま
す
。

　
山
形
県
の
隠
れ
た
郷
土
料
理「
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
」。

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
健
康
料
理
で
す
。

　
語
源
は
、ゆ
で
あ
が
っ
た
う
ど
ん
を
鍋
か
ら
引
っ
張

り
だ
す
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
や
、納
豆
が

糸
を
引
く
姿
な
ど
か
ら
と
諸
説
あ
り
ま
す
。

　
う
ど
ん
の
上
に
鯖
缶
や
納
豆
、卵
黄
、ネ
ギ
な
ど
の

具
を
の
せ
る
だ
け
の
簡
単
料
理
で
す
が
、鯖
は
が
ん
予

防
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、D
H
A
も
含
ま
れ
て
い
て
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す

効
果
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
認

知
症
へ
の
予
防
効
果
や
血
液
中
の
中
性
脂
肪
を
減
ら
す

効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
材
料

冷
凍
う
ど
ん
　
１
玉

ひ
き
わ
り
納
豆
１
パ
ッ
ク

鯖
水
煮
缶
　
１
缶

ネ
ギ
　
　
１
／
３
本

の
り
　
　
適
量

卵
黄
　
　
１
個

麵
つ
ゆ
　
適
量

●
作
り
方

①
冷
凍
う
ど
ん
を
電
子
レ
ン
ジ
で
指
定
の
秒
数
温
め

る
。

②
そ
の
上
に
、ひ
き
わ
り
納
豆
、鯖
の
水
煮
缶
、ネ
ギ
、

卵
黄
、の
り
を
の
せ
て
、自
分
の
お
好
み
の
量
の

麺
つ
ゆ
を
入
れ
て
味
を
調
え
る
。

★
鯖
が
苦
手
な
方
は
、鮭
缶
や
シ
ー
チ
キ
ン
で
も
O
K

　
生
活
習
慣
予
防
に
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

事
務
局
長
退
任

安
井
裕
彦
事
務
局
長
挨
拶

簡
単
！
健
康
料
理
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん

指
ヨ
ガ
ひ
ざ
の
痛
み
予
防

左
ひ
ざ
は
左
手
の
小
指
、

右
ひ
ざ
は
右
手
の
小
指
が

対
応
し
ま
す

郷
土
料
理（
山
形
県
）
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で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
、
交
通
費
支
給
の
扱
い

は
ど
う
か
と
い
う
と
、
１
回
あ
た
り

３
万
円
未
満
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
、

そ
も
そ
も
領
収
書
が
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
か
か
っ
た

金
額
だ
け
ご
報
告
い
た
だ
け
れ
ば
結

構
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
セ
ン
タ
ー

の
業
務
以
外
に
個
人
で
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
て
、
適
格
事
業
者
の
登
録
を

さ
れ
た
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
登
録
し

よ
う
と
い
う
方
へ
の
お
願
い
で
す
。

適
格
事
業
者
の
登
録
を
な
さ
っ
て

い
る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と

す
る
会
員
の
方
々
の
配
分
金
に
係
る

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
事
務
費
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
の
会
員
と

取
扱
い
を
区
分
す
る
た
め
、
予
め
登

録
番
号
の
掲
載
さ
れ
た
登
録
通
知
書

の
写
し
を
セ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出
願
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
始
ま
る
消
費
税

の
適
格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）
制
度

へ
の
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
と

会
員
の
皆
様
へ
の
依
頼
事
項
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
る
た

め
、
１
月
27
日
付
で
登
録
番
号
を
取
得

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
発
注
者
側

に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
安
心
し
て

取
引
を
開
始
・
継
続
し
て
も
ら
え
る

よ
う
消
費
税
の
控
除
が
行
え
る
事
業
所

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
３
月
中
旬
に
は
、
既
存
の
各

取
引
先
に
こ
の
こ
と
を
周
知
す
る
た
め

通
知
書
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
４
月
以
降
発
行
の
請
求
書

に
、
登
録
番
号
を
掲
載
し
、
さ
ら
に
周

知
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
会
員
の
皆
様
へ
の
お
願
い
で

す
。

　
会
員
の
皆
様
が
、
仕
事
上
必
要
な
消

耗
品
（
洗
剤
や
モ
ッ
プ
等
）
を
購
入
し
、

発
注
者
側
に
立
替
代
金
を
請
求
す
る
場

合
、
購
入
先
に
は
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
を
選
ん
で
購
入
し
、
領
収
書
を
就

業
報
告
書
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
う
で
な
い
と
、
発
注
者
側
が
消
費

税
を
控
除
で
き
ず
皆
様
へ
の
立
替
金
の

支
払
い
が
お
約
束
で
き
な
く
な
る
た
め

の
う
ち
事
故
対
策
に
つ
い
て
は
、
安

全
管
理
委
員
会
始
め
会
員
各
位
の
ご

尽
力
で
、
ピ
ー
ク
時
よ
り
低
く
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
一
方
、
会
員
の

減
少
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も
影

響
し
て
か
出
張
入
会
説
明
会
等
の
開

催
や
入
会
強
化
事
業
を
強
化
す
る
も

の
の
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
の
皆
様
の
力
が

社
会
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

改
め
て
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

46
年
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
歴

史
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
が
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
か
ら

の
要
請
や
期
待
に
柔
軟
に
応
え
な
が

ら
発
展
を
続
け
て
い
く
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
３
月
31
日
付
け
で
、
安
井
裕

彦
事
務
局
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

５
年
間
セ
ン
タ
ー
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
け

で
古
巻
祐
介
氏
が
就
任
い
た
し
ま
す
。

　
突
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度

３
月
31
日
付
け
で
事
務
局
長
を
退
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。在
任
中
は
、

岩
澤
会
長
、和
泉
副
会
長
を
始
め
理
事
、

監
事
の
皆
様
、
地
区
委
員
長
、
地
区

委
員
の
皆
様
、
会
員
の
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

と
一
緒
に
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
重
要
性
に
つ

い
て
認
識
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、セ
ン
タ
ー

も
大
き
な
影
響
を
蒙
り
、
契
約
実
績

の
伸
長
は
お
ろ
か
減
少
分
の
回
復
す

ら
十
分
果
た
せ
ぬ
ま
ま
、
さ
ら
に
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
本
格
実
施
を
前
に

し
て
の
退
任
と
な
り
、
大
変
心
苦
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
る
３
つ
の
課
題

低
山
・
高
山
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方

大
井
東
地
区

手
倉
森

　美
知
子

会
員
さ
ん
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー

　
子
育
て
が
一
段
落
し
た
、今
か
ら
26
年
ほ
ど
前
、区
報

で
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室（
登
山
の
基
本
）の
募
集
が
あ
り
、こ

れ
に
応
募
し
た
の
が
登
山
を
始
め
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
講
習
会
終
了
後
、参
加
者
の
中
か
ら
引
続
き
行
動
を
共

に
し
よ
う
と
い
う
サ
ー
ク
ル
が
偶
々
立
ち
上
が
り
、私
も

そ
れ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
は
月
１
回
の
山
行
で
し
た
が
、そ
の
内
、月
１

回
が
２
回
と
な
り
、気
が
付
け
ば
、登
山
回
数
３
６
５
回

を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
低
山
で
は
会
の
仲
間
と
豚
汁
や
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

等
を
作
っ
て
、賑
や
か
に
お
話
し
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
は
夏
に
ア
ル
プ
ス
等
に
登
る
機
会
が
あ

り
、高
山
植
物
の
お
花
畑
や
雷
鳥
に
出
会
っ
た
時
は
、感

動
の
あ
ま
り
唯
々
様
子
を
見
守
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
標

高
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、

思
わ
ぬ
方
向
に
そ
び
え

た
つ
富
士
山
や
満
天
の

星
空
な
ど
美
し
い
景
色

に
触
れ
て
、都
会
に
は

な
い
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
た
も
の
で
す
。

26
年
間
ず
っ
と
会
を

支
え
て
き
た
会
長
と
事

務
局
に
感
謝
し
つ
つ
、

一
緒
に
歩
く
仲
間
が
い

る
限
り
歩
き
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
は
指
ヨ
ガ
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

　
東
洋
医
学
で
は
、手
に
全
身
の
ツ
ボ

が
集
中
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
体
の
部
位
に
相
当
す
る
手
の
ツ
ボ

を
刺
激
す
る
こ
と
で
症
状
が
緩
和
さ

れ
た
方
も
い
ま
す
。
と
っ
て
も
手
軽

で
す
の
で
、皆
さ
ま
も
お
試
し
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
あ
る
指
ヨ
ガ
の
中
で
ヒ
ザ
の

痛
み
に
効
果
的
な
指
ヨ
ガ
を
紹
介
し

ま
す
。

【
ひ
ざ
の
痛
み
予
防
】

　
両
手
の
小
指
第
二
関
節
を
ひ
と
周

り
グ
ル
っ
と
揉
み
ほ
ぐ
す
よ
う
に
押

し
ま
す
。

　
よ
り
効
果
的
な
方
法
は
、始
め
る
前

に
両
手
を
合
わ

せ
て
上
下
に
こ

す
り
合
わ
せ
た

り
、手
を
数
回
握

り
し
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、軽
く

押
し
込
む
際
に
、

そ
れ
に
合
わ
せ

て
息
を
吐
き
出

す
よ
う
に
す
る

と
よ
り
効
果
が

上
が
り
ま
す
。

　
山
形
県
の
隠
れ
た
郷
土
料
理「
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん
」。

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
健
康
料
理
で
す
。

　
語
源
は
、ゆ
で
あ
が
っ
た
う
ど
ん
を
鍋
か
ら
引
っ
張

り
だ
す
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
や
、納
豆
が

糸
を
引
く
姿
な
ど
か
ら
と
諸
説
あ
り
ま
す
。

　
う
ど
ん
の
上
に
鯖
缶
や
納
豆
、卵
黄
、ネ
ギ
な
ど
の

具
を
の
せ
る
だ
け
の
簡
単
料
理
で
す
が
、鯖
は
が
ん
予

防
や
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、D
H
A
も
含
ま
れ
て
い
て
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
減
ら
し
、善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す

効
果
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
・
認

知
症
へ
の
予
防
効
果
や
血
液
中
の
中
性
脂
肪
を
減
ら
す

効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
材
料

冷
凍
う
ど
ん
　
１
玉

ひ
き
わ
り
納
豆
１
パ
ッ
ク

鯖
水
煮
缶
　
１
缶

ネ
ギ
　
　
１
／
３
本

の
り
　
　
適
量

卵
黄
　
　
１
個

麵
つ
ゆ
　
適
量

●
作
り
方

①
冷
凍
う
ど
ん
を
電
子
レ
ン
ジ
で
指
定
の
秒
数
温
め

る
。

②
そ
の
上
に
、ひ
き
わ
り
納
豆
、鯖
の
水
煮
缶
、ネ
ギ
、

卵
黄
、の
り
を
の
せ
て
、自
分
の
お
好
み
の
量
の

麺
つ
ゆ
を
入
れ
て
味
を
調
え
る
。

★
鯖
が
苦
手
な
方
は
、鮭
缶
や
シ
ー
チ
キ
ン
で
も
O
K

　
生
活
習
慣
予
防
に
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て

事
務
局
長
退
任

安
井
裕
彦
事
務
局
長
挨
拶

簡
単
！
健
康
料
理
ひ
っ
ぱ
り
う
ど
ん

指
ヨ
ガ
ひ
ざ
の
痛
み
予
防

左
ひ
ざ
は
左
手
の
小
指
、

右
ひ
ざ
は
右
手
の
小
指
が

対
応
し
ま
す

郷
土
料
理（
山
形
県
）
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春に咲き誇る桜。区内にはいくつか名所がありますが、
こちらは南大井にある鈴ヶ森道路児童遊園と大井水神公園の
桜です。どちらもシルバー人材センターの会員が週２～３回
清掃作業に従事しており、この季節は散り落ちた桜の花びら
と格闘する毎日です。
この周辺には品川区民公園やしながわ花海道など、春は色と

りどりの花々を鑑賞できるスポットが盛り沢山です。日頃の運動
不足解消に桜の名所散歩に出かけてみてはいかがでしょうか？

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

謹
賀
新
年

就

業

相

談

仕
事
の
こ
と
や
職
場
の
悩
み
な
ど
、

　理
事
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

4
月
13
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  

和

　泉

　副
会
長

   

荏
原
支
部  

朝

　岡

　理

　事

5
月
11
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  

田

　山

　理

　事

   

荏
原
支
部  

阿

　部

　理

　事

6
月
8
日（
木
）
午
後
1
時
〜
午
後
4
時

   

本

　
　部  
和

　泉

　副
会
長

   

荏
原
支
部  

朝

　岡

　理

　事

会員総数
令和5年2月末日現在

2,162名

1,155名
男

1,007名
女

あ
と
が
き

令
和
５
年
度

定
時
総
会
の
お
知
ら
せ

職
員
の
人
事
異
動

日
時
　

　
６
月
16
日（
金
）13
時
30
分
か
ら

会
場
　

　
ス
ク
エ
ア
荏
原
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　
定
時
総
会
は
、
定
款
に
基
づ
き
年

一
回
開
催
さ
れ
令
和
４
年
度
決
算

の
承
認
な
ど
が
あ
り
、
重
要
な
会
議

で
す
。

　
し
か
し
、
会
場
は
き
ゅ
り
あ
ん
が

工
事
中
の
た
め
、
ス
ク
エ
ア
荏
原
と

な
り
、
会
場
定
員
が
４
０
０
名
ほ
ど

と
少
な
く
、
利
用
に
も
人
数
制
限
が

予
想
さ
れ
る
た
め
書
面
提
出
に
よ

る
参
加
を
含
め
ご
検
討
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

４
月
１
日
付
事
務
局
長
就
任

  

古

　巻

祐

介

３
月
31
日
付
定
年
退
職

本
部
次
長

  

相
ケ
瀬

加
代
子

　
な
お
、
相
ケ
瀬
氏
は
４
月
以
降
も
引

き
続
き
再
任
用
職
員
と
し
て
本
部
に
て

勤
務
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
で
定
年
を
迎
え
、
こ
の
先

何
を
し
よ
う
か
迷
わ
れ
て
い
る
お

友
達
や
お
知
り
合
い
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

会
員
さ
ん
に
は
、お
礼
に
ク
オ
カ
ー

ド
千
円
分
を
進
呈
し
ま
す
。　

　
現
在
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
の

交
通
指
導
や
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

の
お
仕
事
に
会
員
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
春
に
な
り
、
元
気
に
登
校
す
る

お
子
様
方
に
む
け
声
掛
け
す
る
交

通
指
導
、
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
品
川
区
の
美
化
活
動

に
取
り
組
む
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
と
も
荏

原
支
部
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
‼

電
話
（
５
７
５
１
）
３
３
３
４

桜が満開の季節となりました桜が満開の季節となりました

シルバー

鈴ヶ森児童遊園（南大井一丁目）

大井水神公園（南大井五・六丁目）

鈴ヶ森道路児童遊園(南大井一丁目)

お
友
達
の
紹
介
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
地
区
委
員
会
で
は
、
例
年
、
地
区

活
動
の
一
環
と
し
て
春
の
日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
開
催
を
取
り
止
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
の
日
帰
り

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て

気
候
変
動
や
短
期
的
な
天
気
の

変
化
の
所
為
で
し
ょ
う
か
？
青
森

の
一
部
の
地
域
で
大
量
の
イ
ワ
シ

が
漂
着
し
、
地
元
の
人
々
が
バ
ケ

ツ
を
手
に
イ
ワ
シ
を
持
ち
帰
り
晩

御
飯
の
お
か
ず
や
干
物
を
作
っ
て

い
る
と
の
事
で
す
。

　
東
京
上
野
動
物
園
で
は
、
中
国

に
帰
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
を
一
目
観
よ
う

と
大
変
な
騒
ぎ
で
、
写
真
を
撮
っ

た
り
別
れ
を
惜
し
ん
で
泣
き
出
す

人
も
居
た
り
で
、
こ
の
光
景
を
見

る
限
り
日
本
は
平
和
だ
な
と
思
わ

れ
る
の
で
す
。

一
方
、世
界
で
は
悲
惨
な
戦
火
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
状
、ト
ル
コ
で
の

大
地
震
、勿
論
日
本
で
も
地
域
に

よ
っ
て
は
そ
の
時
々
の
大
災
害
、世

の
中
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
自
己
中

心
的
で
他
人
の
迷
惑
も
考
え
ず
、

無
関
係
者
に
危
害
を
加
え
る
事
件
、

そ
の
様
な
ひ
ど
く
て
恐
ろ
し
い
災

難
に
あ
っ
た
人
達
も
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
比
べ
、
私
は
日
本
国
・

東
京
都
・
品
川
区
に
住
居
を
し
て

い
て
毎
日
平
凡
に
暮
ら
し
て
い
ら

れ
る
の
で
す
か
ら
、
自
分
は
心
底

幸
せ
者
だ
と
感
謝
す
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　（
担
当
理
事
　
野
口
　
サ
チ
子
）




